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昼コース第9回、今回がちょうど中間地点。まずは、前回実施したトライアル・イベントの振り返

りから。プロジェクターで当日の写真を投影し、各々が説明をしながらどんなことを考えたり、感

じたりしていたか、共有をしていった。そこで出た意見も踏まえながら、今後の活動について松

田さんから提案。「これまでのみなさんの様子を見ていて、今後はまったくみなさんの自治的な

話し合いに基づいて活動を考え、進めていくことができると感じました。そんな『大人の学級会』

のような場にしていきましょう」とのこと。そんな提案に基づきながら、後半は今後「実施しよ

う！」とみんなで決めた 10年度オリジナルの「だがしや楽校」について、“中”グループに分かれ

て話し合っていった。話し合いを聞いていると、本質的な疑問や課題が出てくる。「そもそも何を

目的にだがしや楽校を開催するの？」、「みんながこの講座に参加した動機はなに？みんなの

動機をどう会に活かす？」…などなど。講座の最後には、グループで話し合ったことを踏まえ、

各自が「トライアル・イベントをやってみて」、「今後はこんなことをしてみたい！」、「今感じている

不安・疑問」などをシートに書き表していった（下図参照）。次回には、今回集まったそれぞれの

思いを素材にしながら、今後の活動の輪郭を描いていく予定だ。 (記事：川上)

小物づくり活動開始！

受講生有志で、毎月一回程度

小物づくり活動チームが立

ち上がりました。今月は、紙

でお箸袋をつくったそう。毎

回つくるものを変えていく

そうです。（黒川・佐藤・福

嶋・御木・宮崎）

■こんなことをしたい！できたらいいな

●それぞれの生き方、楽しみ方を、みんなで話ができる「輪」を広

げられたら ●楽しみながら、仲間づくり、コミュニケーションの輪を

広げていけたらいい ●余りかたくなに考えず、のんびり、気楽に

●仲間作り 人とのつながり、縁を大事にしたい ●今回、ここで知

り合えた方々との出会いを大切にしたい（普段の生活では知り合

えない人たち）●グループとのコラボを実現したい ●各自が「輪」

を広げる努力をしよう（自分自身も含めて） ●年度の枠を超えて、

一緒に活動したい ●メンバー共通の「ゴールイメージ」を持ちたい

●各お店に関しては、自己責任が基本で。誰でもいつでも参加で

きる自由で気軽で、後に満足感や楽しさが残る場をつくりたい。

■悩み・不安・疑問など

●もっと自分の役割がほしかった ●自

分がこの講座を卒業したあとで、何が残

るのだろう？ ●目的、共有できるものが

はっきり分かっていない部分がある ●話

し合いをしながら自分の中で見えてくるか

なと、思いながら参加しています ●目

標が定まらないとぐずぐずとしてしまう。

見通しを早くたてたい ●まとまりがない。

■場所の候補

●大宮八幡宮含む和田堀公園一帯 ●科学の

道の遊歩道 ●妙正寺公園 ●太田黒公園

●角川庭園 ●荻窪駅南口周辺（個性的なお

みせが多い） ●弁天池公園 ●井草の森公園

●久我山駅周辺 ●阿佐ヶ谷団地と善福寺川

緑地 ●座・高円寺 ●自由が丘（2011 年に新

ロータリー完成） ●セシオン杉並 ●あんさん

ぶる荻窪前広場 ●ＷＩＴＨ遊

■トライアル・イベントをやってみて感じたこと

●いろんな意見を出し合えたことがよかった ●食べものを

囲むと、話題がつきない。都筑の人たちとの輪（和）が広がっ

た。 ●くつを脱いで座ってしまったので、いろんな方とお話

ができなかったことが残念だった ●お互いを知るいい機会

だった。会を進めるにあたっていろんな問題点があることを

知った。 ●みんなと少し近くなったような感じがした。 ●社

会教育やだがしや楽校を考えること、模索すること自体に意

義がある ●今回の話し合いにいろんな意見が出てよかっ

た。楽しみながらそれぞれが協力しあえたと思った

これらの意見・思いを素

材にして、１０年度オリ

ジナル「だがしや楽校」

を考えましょう！



◇今月の大人“塾
じゅく

っ人
と

”

・

木島 かや子 さん♀

①福島県

②明るく元気に前向きに！

③料理と絵画

加藤 かずみ さん♀

①東京都杉並区

②好奇心旺盛、一人でいて

も退屈しない

③役所等と協働で何かイ

ベントを組んでみたいと

思っています。興味ある

方、経験者の方、お声掛け

ください。

西崎 泰司 さん ♂

① 大阪府（船場）

②アクティブな団塊おじさ

ん

③古代史、文楽、水泳など・

一緒に遊ぼう！この指とま

れ！！

忽滑谷 元曠さん♂

（ぬかりやさん）

①東京都

②京都

③京都

大人塾に参加中の…イカした！大人たちに聞きました！

① 出身 ②自分にキャッチコピーをつけたら？ ③ 自分のつながりＰＲ

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆

この新聞は事務局スタッフ川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。

今回の講座の目的は、受講生の 12月ワークショップ開催に向けて、

実際にワークショップに取り組んでいる方から話を聞いて、どんなものが現場で受け入れら

れるのか、どんな進め方があるかを伺うことである。公開講座に登場したのは、NPO 法人

CANVAS の石戸奈々子さん。CANVAS はこどものためのワークショップを全国で展開して

いる団体。その根底にあるものは、「未来をつくるのはこどもたち。こどもたちに場を提供す

ることで何かをつかみとってほしい、感じ取ってほしい」という想いである。

さまざまな事例を聞いていると、そこに前述した想いと同時に、各ワークショップが目指し

たものが見えてくる。たとえば「街づくりに関するワークショップ」では、こどもたちが地域の

情報を調べることにより、自分で発信する力、情報リテラシーに関する意識、さらには地域

での安心・安全のあり方まで、知らず知らずに学んでいく。参加者に気付いてもらうために

は、作り手が何を持って帰ってもらいたいかという熱い想いと、仕掛けも重要になってくる。

印象的なのは、石戸さんは自ら行うことにこだわらず、「ワークショップ」を広げていくこと

に力を注いでいることである。CANVAS が一団体でできることは限界があるとし、様々な機

関との繋がりも重視している。「imagine＆realize」－想像・創造。頭で考えるだけでなく行

動、行動するだけでなく未来も考えること。石戸さんの「座右の銘」である。

講演後の質疑応答と、受講生のワークショップに関する相談に時間を多く割いたことで、

新たな学びもあったようだ。特に、ワークショップを企画しているある受講生に対し、参加者

からもらった「逃げずに徹底して話すことにより、新しいもの、明るいものが見えてくるはず」

という力強いアドバイスは、他のグループへも励みになったに違いない。（湊）
ま たま
た参加
者の声
だ！

●質問コーナーで多くの方から色々な質問が出たのが良かった。自分の知らなかったこと、経験してなかったことを質

問者の方から教えてもらった気がした。石戸さんのアドバイスも的確だった。●想像していた内容ではなかったが、現

在小学校でボランティアをしている関係で、今後の教育のあり方を想像しながら受講できた。一番大切なのは子供の

教育だと思っている。●具体的かつ実践的なお話が聞けて学びになった。質問時間も長く、ありがたかった。●場の創

造の大切さを大変よく理解することができた。●素晴らしい行動力と活動だと思った。実際の映像を見せていただけて

良かった。ただ、英語がわからなかったり、スピードも早く、「表現力」とあるので、表現の仕方を考えて欲しかった。●

職業柄、ターゲットが一定になってしまっていたが、今日出席して、壊せるヒントがでてきそう。（アンケートより抜粋）

創造力・表現力を向上させるためのワークショップ

「imagine＆realize」を大切に


